
不動の子どもたち、不透明で予測困難な未来を生き抜いてほしい！
ー芸術からのアプローチー

都・区の教育委員会より指定を受けたＳＢ：セーフティーベースでの研究が１年半を過ぎようと
しています。そこで得たものは、不登校や学級しぶりの児童には、国語・算数・理科・社会という教科
より先に、「勉強は大丈夫かしら」という声より先に、絵画、工作、折り紙、粘土という芸術に関する
ことにふれさせることで、心が開放され、落ち着いていき、生命エネルギーが蓄積されていくというこ
とがわかってきました。ＳＢでは学級復帰へのプロセス第一期は「芸術」として取り組んでいます。
多くの財政界のリーダーを輩出する各国の大学では、教養教育を大切にしているそうです。将来、医
者を目指す学生も芸術の授業を履修することができます。ハーバード大学のメアリー・ブリントン教授
は「芸術の講座は、芸術家になりたい人だけのものではない。美術館に行って絵画を鑑賞すれば、人間
としての見識が広がる。この体験や知識は医者になっても役立つ」と述べています。
東京学芸大学個人研究員の末長幸歩氏は著者「１３歳からのアート思考」の中で「子どもも大人も今、
最優先で学ぶべき教科は美術である。」と述べ、不透明で予測困難な現代から未来において「正解を見
つける力」よりも「答えをつくる力」が必要であると説いています。
末永氏は「芸術の本質は、自分の芸術を探究する過程そのものであり、作品はその結果である。」と
述べています。例えば、キュビズムの巨匠パブロ・ピカソやジョルジュ・
ブラックが探究したのは、リアルに描く、ということです。目に見える部
分だけが現実なのか？見えない部分も存在しているのに・・・。そう考え
た巨匠達は、ありとあらゆる角度から見て、見えていないところがないよ

うに、見たままを描きました。カメラとは違う「見たまま」を。芸術
を見るとは、画家が探究した過程を想像し、自分なりに答えを創る
ことではないでしょうか。不正解などありません。巨匠達も迷いに
迷って、何度もやり直し、キュビズムを創りあげました。

不動の子どもたちが、恐れず、何度でも立ち上がり、
不透明で予測困難な未来を生き抜いてほしいと切に願っています。

校長 日下 勝豊

道徳授業地区公開講座のお知らせ
日時：１０月３１日（土）１１：００（４校時） 場所：体育館
今年度道徳授業地区公開講座では、講師としてＳＢ：セーフティーベース専任 主任指導員の萩原朋

子先生をおよびして、不登校・学級しぶりの子どもたちへのアプローチについてご講演いただきます。
文部科学省調査にもあるように、年々増え続ける全国の不登校児童数。私たち大人にできること、皆様
と共に考えていきたいと思います。是非ご参加ください。

講師紹介：フリースクール、子ども電話相談チャイルドライン、区立小
学校別室登校児童支援等、約１５年間におよび不登校支援に尽力されて
おります。また、海外児童の日本語支援や子ども食堂の立ち上げを行い、
子どもの居場所づくりに貢献されております。

承和色 菊の色合いに秘められた思い・平安講師 萩原朋子先生

平和を願う心 パブロ・ピカソ「ゲルニカ」
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